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１．はじめに
2016 年 10 月 21 日 14 時 7 分に鳥取県中部を震源とす

る気象庁マグニチュード（以下 M と記す）6.6 の地震が
発生した 1） ．倉吉市，湯梨浜町，北栄町で震度 6 弱，鳥
取市，三朝町，岡山県鏡野町，真庭市で震度 5 強を観
測したほか，中国地方を中心に関東地方から九州地方に
かけて有感となった 1） ．この地震による負傷者は 32 人，
被害住宅は 15,425 棟に上った 2） ．

２．地震活動
図 1 に鳥取県中部地域の震央分布を示す．連結震源

決定法 3） によって推定された 1 次元速度構造と観測点補
正値を用いて震源再決定を行った．BB’ の近傍にある 2
つの星印のうち北北西側の大きい方が 2016 年鳥取県中
部の地震の震央である．この地震の発震機構は，西北西
－東南東方向に圧力軸をもつ横ずれ断層型である 1） ．

AA’ に沿って北西－南東方向に伸びる 1983 年鳥取県
中部の地震（M6.2）の余震域で，2015 年 10 月 18 日か
ら M4.2 と M4.3 を主震とする群発的な活動が始まった

（青丸）4） ．約 10 か月後の 2016 年 8 月には群発活動域
の西側（水色）と，2016 年 9 月には BB’ で示す 2016 年
鳥取県中部地震の震源域近傍（緑丸）で小規模な活動
が発生した．本震後には，震源域の南南東端付近で，14
時 53 分に M5.0 の最大余震が発生した．その後，震源
域南東部の東側に余震活動が拡大した．

図 2 に 1983 年鳥取県中部地震の余震分布の走向（図

1 の AA’）での地震の深さ分布を示す．赤い星印は 1983
年の本震である．余震分布が断層面の広がりを表すとす
ると，1983 年の地震は南東側の深い部分から北西側の
浅い部分に向かって破壊したと考えられる．青色で示す
2015 年の活動は，1983 年の破壊の終端部分の延長上に

８．鳥取県中部の地震（2016 年 10月 21日，M6.6）
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図3　�2016 年鳥取県中部地震の余震分布に沿う断面（図1
のBB’）での地震の深さ分布．赤丸は1976年 6月〜
2015年 9月，緑色の丸は2016年 9月 26日〜 2016
年 10 月 20日，マゼンタ色の丸は 2016 年 10 月 21
日 0時〜 14時 07分，黒丸は本震以降に発生した地
震を示す．赤い星印は本震と最大余震を示す．

図1　�鳥取県中部域の震央分布．赤丸は 1976 年 6 月〜
2015 年 9月，青丸は 2015 年 10月〜 2016 年 7月，
水色の丸は 2016 年 8月〜 2016 年 9月 25日，緑色
の丸は2016年 9月 26日〜 2016年 10月 20日，黒
丸は2016年の本震以降に発生した地震を示す．白抜
きの星印はM5以上の地震を示す．活断層を緑線で示
す．破線は県境である．AA’とBB’での地震の深さ
分布をそれぞれ図2と図3に示す．

図2　�1983 年鳥取県中部の地震の余震分布に沿う断面（図
1の AA’）での地震の深さ分布．赤丸は1976年 6月
〜 2015 年 9 月，青丸は 2015 年 10 月〜 2016 年 7
月，水色の丸は 2016 年 8 月〜 2016 年 9 月 25 日，
黒丸は2016年の本震以降に発生した地震を示す．赤
い星印は1983年鳥取県中部の地震の本震，青い星印
は2015年の群発的地震活動の主震を示す．
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位置しているように見える．水色は 2016 年 8 月～ 9 月
の活動であるが，2015 年の活動の近傍で発生している．

図 3 に 2016 年鳥取県中部の地震の余震分布の走向
（図 1 の BB’）での地震の深さ分布を示す．2 つの赤い星
印のうち深い方にある大きいものが本震（M6.6）である．
本震の約 1 か月前に始まった活動を緑色の丸で，約 2 時
間前に本震近傍で発生した前震活動をマゼンタ色の丸で
示す．黒丸で示す余震の分布からこの地震の断層面が，
約 10 km × 10 km の広がりをもつことが推定される．

３．GNSS観測による地殻変動
 2016 年鳥取県中部の地震の震源域周辺において京都

大学防災研究所が 2014 年から行っている GNSS 稠密観
測点のデータを，周辺の GEONET 点のデータとともに
解析することにより，地震前・地震時・地震後の地殻変
動を推定した．なお，GNSS 観測点の日座標値の計算
には，米国ジェット推進研究所（JPL）による GIPSY6.2
ソフトウェアのバイアス整数化精密単独測位法（PPP-
AR）を用い，衛星軌道暦として，地震前の解析には JPL
最終暦を，地震時および地震後の解析には JPL 速報暦
を利用した．また，地震時以降においては，地震発生日

（10 月 21 日）の日座標値は，本震発生以降（GPS 時刻
の 5 時 10 分以降）のデータのみを使用して算出したも
のであり，地震前のデータは含まない．

この地震の震源域は，「山陰ひずみ集中帯」として指
摘されていた場所 5） であり，地震前 2 年間（2014 年 9
月－ 2016 年 9 月）の平均速度場を見ると，瀬戸内側に
対して日本海側が相対的に東向きに動くような右横ずれ
変形が集中する幅 30 － 50 km 程度の領域が，海岸線に
沿って存在する．震源域周辺の観測点における GNSS
座標時系列から，定常的な東向きの変動と季節変動が確
認されるが，地震前に顕著な変化は見られなかった．

図 4 の黒矢印・黒棒は，10 月 11 日～ 20 日の平均値
と 10 月 21 日の値の差を取って算出した地震時の変位を
示す．半無限弾性体媒質中の矩形断層の一様すべりを仮
定して，この観測値を説明する断層パラメータを推定し
た．その結果を表 1 に示す．その理論値は，図 4 の白矢
印・白棒であるが，観測値とよく一致している．このこ
とから，2016 年鳥取県中部の地震は，図 4 に青線で示
すような北北西－南南東走向の鉛直の断層が左横ずれし

たことによって生じたと考えられる．
この震源断層モデルを用いて，周辺でのクーロン応力

変化（Δ CFS）を計算した．本震の震源断層から東西
に外れた地震の多くはΔ CFS の増加域で発生している
ことがわかった．

地震後の地殻変動では，震源域近傍の観測点におい
てのみ余効変動が見られた．余効変動の時間変化を対
数関数でフィッティングすると時定数は 2.2 日となり，1
か月程度で顕著な余効変動は終了した．余効変動のメカ
ニズムは，本震すべり域よりも浅部の領域における余効
すべりと推定されており，詳細は参考文献 6） を参照され
たい．
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35.370 133.867 1.9 8.3 9.5 342 90 1 0.88 6.15

表1　2016年鳥取県中部の地震の震源断層モデルのパラメータ

緯度・経度は矩形断層の北上端の位置を示す．剛性率は30�GPaを仮定した．

図4　�2016年鳥取県中部の地震における地震時の変位．（上
図）水平変位．（下図）鉛直変位．黒矢印・黒棒は観測値，
白矢印・白棒は表1に示す矩形断層モデルによる理論
値である．青線は矩形断層の位置を示す．赤丸は余震
分布である．
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４．おわりに
2016 年鳥取県中部の地震（M6.6）は，1983 年鳥取県

中部の地震（M6.2）の震源域の約 7 ～ 8 km 西側に位置
するほぼ平行な断層面で発生した．

鳥取県中部域では，2016 年の本震の約 1 年前から地
震活動が活発化した．まず，1983 年鳥取県中部の地震
の余震域の北側上端の延長域で，M4.2 と M4.3 を主震
とする群発的な活動が発生した．その 10 か月後（本震
の 2 か月前）には群発活動域から西側に隣接する領域で，
1 か月前には将来の断層面の近傍の深い領域で小規模な
活動が発生した．本震の 2 時間前には破壊開始点の近傍
で前震が発生した．このようにこの地震には特徴的な先
駆的地震活動が伴った．

GNSS 観測により求められた地殻変動から，2016 年
鳥取県中部の地震は，山陰ひずみ集中帯の中で発生した
と考えられる．地震時の変位の解析から，矩形断層を仮
定した断層面の大きさは，長さ 8.3 km ×幅 9.5 km と推
定された．これは図 3 に示す余震域の広がりと調和的で
ある．震源域近傍の観測点では地震後の 1 か月程度，余
効変動が観測された．
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